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理科で育成すべき資質・能力が「三つの柱」で整理されました。

「理科の見方・考え方」を働かせて，資質・能力を育成し
ます。

理理科の「見方」について

理理科の「考え方」について

高等学校理科改訂のポイント

今回の改訂では，生徒が「理科の見方・考え方」を働かせながら探究の過程を通して，資

質・能力を育成することを目指しています。その際，教師が，主体的・対話的で深い学びの

視点で授業を改善していくことが重要です。そのポイントについて，五つにまとめました。

ポイント１：資質・能力

ポイント２：理科の見方・考え方

これまでゴールと

されていた「科学的

な見方や考え方」が，

資質・能力を育成す

る過程で働く，物事

を捉える視点や考え

方として位置付けら

れました。



「主体的・対話的で深い学び」の視点で授業を改善していきます。

小学校・中学校・高等学校の一貫性に配慮し，内容の改善及び充実が図られました。

学習指導要領解説理科編の文末に着目すれば，内容の取扱いの程度が分かります。

ポイント４：内容の改善の要点

ポイント５：内容の取扱いの程度について

ポイント３：主体的・対話的で深い学び
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理 科 （高等学校）

Ｑ１ 今回の高等学校理科の改訂の要点は何ですか。

Ａ１ 要点は二つあります。

・ 理科で育成を目指す資質・能力を育成する観点から，「理科の見方・考え方」を

働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，自然の事物・現象に

ついて科学的に探究する学習を充実したこと。

・ 理科を学ぶことの意義や有用性の実感及び理科への関心を高める観点から，日常

生活や社会との関連を重視したこと。

以上の二つを踏まえ，「目標及び内容の示し方」，「学習内容」，「指導の重点等の提

示」の改善を行っています。

１ 目標及び内容の示し方

(1) 目標の示し方

育成を目指す資質・能力を「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向かう

力，人間性等」の三つの柱で示しています。

初めに，どのような学習の過程を通してねらいを達成するかを示し，(1)では育成を目指す資

質・能力のうち「知識及び技能」を，(2)では「思考力，判断力，表現力等」，(3)では「学び

に向かう力，人間性等」をそれぞれ示しています（参考Ｑ３）。

(2) 内容の示し方

育成を目指す資質・能力のうち「知識及び技能」をアとして，「思考力，判断力，表現力等」

をイとして示しています。「学びに向かう力，人間性等」は，「目標」の(3)に示しています。

(3) 「理科の見方・考え方」

これまで，理科においては「科学的な見方や考え方」の育成を目標として位置付け，資質 ・

能力を包括するものとして示してきましたが，今回の改訂では，「見方・考え方」は資質・

能力を育成する過程で働く，物事を捉える視点や考え方として整理して示しています。

２ 学習内容

従前と同様に「エネルギー」，「粒子」，「生命」，「地球」などの科学の基本的な概念等を柱とす

る学習内容の系統性を考慮するとともに，資質・能力の育成を図る学習活動が効果的に行われる

ようにすることが大切であるという観点から，学習内容を見直した改善が図られています。この

ことにより，次のことを無理なく身に付けることを目指しています。

・ 自然の事物・現象に対する概念

・ 原理・法則の理解

・ 科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能 など

３ 指導の重点等の提示

生徒の「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善と理科で育成を目指す資質・能

力の育成を図るため，アは「知識及び技能」，イは「思考力，判断力，表現力等」として次のこ

とを含めて示しています。

ア…どのように知識及び技能を身に付けるか イ…重視する学習過程
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理 科 （高等学校）

Ｑ２ 理科における「探究の過程」のイメージはどのようにもてばよい

ですか。

Ａ２ 学習指導要領解説で示されている探究の過程を通した学習活動「資質・能力を育む

ために重視すべき学習過程のイメージ（高等学校基礎科目の例）」を参考にしましょ

う。

資質・能力を育むために重視すべき学習過程のイメージ（高等学校基礎科目の例）

。

留意事項

(1) 探究の過程は，必ずしも一方向の流れではない。また，授業ではその過程の一部を扱ってもよい。

(2) 「見通し」と「振り返り」は，学習過程全体を通してのみならず，必要に応じて，それぞれの学習過程で行
うことも重要である。

(3) 全ての学習過程において今までに身に付けた資質・能力（既習の知識及び技能など）を活用する力が求めら

れる。

(4) 意見交換や議論の際には，あらかじめ個人で考えることが重要である。また，他者との関わりの中で自分の

考えをより妥当なものにする力が求められる。

(5) 単元内容や題材の関係で観察・実験が扱えない場合も，調査して論理的に検討を行うなど，探究の過程を経

ることが重要である。

(6) 自然事象には，日常生活に見られる事象も含まれる。

(7) 小学校及び中学校においても，基本的には高等学校の例と同様の流れで学習過程を捉えることが必要である。
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理 科 （高等学校）

Ｑ３ 高等学校理科の目標は，どのように改善されたのですか。

Ａ３ 高等学校理科で育成すべき資質・能力が三つの柱で整理されました。(1)が「知識

及び技能」，(2)が「思考力，判断力，表現力等」，(3)が「学びに向かう力，人間性等」

です。各科目の目標いずれも同様です。

学習の対象 新学習指導要領 理科の目標

視点と
過程 自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，

考え方
（プロセス） 見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，自然の事

物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のと
目指す

おり育成することを目指す。 ゴール
柱書 (1) 自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究

どのような学習の するために必要な観察，実験などに関する技能を身に付け 知識及び技能

過程を通してねら るようにする。

いを達成するか (2) 観察，実験などを行い科学的に探究する力を養う。 思考力，判断力，表現力等

(3) 自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しよ

うとする態度を養う。 学びに向かう力，人間性等

１「目標(1) 知識及び技能」

自然の事物・現象についての観察，実験などを行い，それらに関する知識や，科学的に探究する

ために必要な観察，実験の技能を身に付けることを示しています。

２「目標(2) 思考力，判断力，表現力等」

自然の事物・現象に関わり，「理科の見方・考え方」を働かせ，見通しをもって観察，実験など

を行い，その結果を分析して解釈し，表現するなど，科学的に探究する活動を通して，科学的な思

考力，判断力，表現力等を育成することを示しています。

３「目標(3) 学びに向かう力，人間性等」

自然の事物・現象に進んで関わり，科学的に探究しようとする態度や生命の尊重，自然環境の保

全に寄与する態度を育て，更には自然を総合的に見ることができるようにすることの重要性を示し

ています。

※ なお，自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力については，相互に関連し

合うものであり，目標(1)から(3)は育成及び重要性の順を示したものではありません。

学習指導要領（平成21年３月告示）解説 理科編 と比較してみよう！

学習指導要領（平成21年３月告示）解説 理科の目標

自然の事物・現象に対する関心や探究心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行

い，科学的に探究する態度を育てるとともに，自然の事物・現象についての理解を深め，

科学的な自然観を育成する。
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理 科 （高等学校）

Ｑ４ 各科目の目標は，どのような構成で示されていますか。

Ａ４ 各科目の目標は，高等学校理科全体のねらいを述べた教科の目標を受けて，育成を

目指す資質・能力である「知識及び技能」，「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向

かう力，人間性等」に分け，(1)から(3)までの三つの柱で整理して具体的に示されて

います。

＜各科目の目標の構成＞

□ 科学と人間生活

自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行う

ことなどを通して，自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり

育成することを目指す。

(1) 自然と人間生活との関わり及び科学技術と人間生活との関わりについての理解を深め，科

学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身に付けるようにする。

(2) 観察，実験などを行い，人間生活と関連付けて科学的に探究する力を養う。

(3) 自然の事物・現象に 進んで関わり，科学的に探究しようとする態度を養うとともに，科

学に対する興味・関心を高める。

□ 基礎を付した科目，基礎を付さない科目

(Ａ) に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなど

を通して， (Ａ) を科学的に探究するために必要な資質・能力を次のとおり育成することを目

指す。

(1) 日常生活や社会との関連を図りながら， (Ａ) について理解するとともに，【基礎を付した科目】

(Ｂ) の基本的な概念や原理・法則の理解を深め， 【基礎を付さない科目】

科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する（基本的な）技能を身に付けるよう

にする。 ※(基本的な）は基礎を付した科目のみ

(2) 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

(3) (Ａ) に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度

を養う。 【物理基礎，物理，化学基礎，化学】

と，生命を尊重し，自然環境の保全に寄与する態度を養う。 【生物基礎，生物】

と，自然環境の保全に寄与する態度を養う。 【地学基礎，地学】

各科目の目標の(Ａ)(Ｂ)には，以下の内容が示されています。

基礎を付
(Ａ)

基礎を付
(Ａ) (Ｂ)

した科目 さない科目

物理基礎 物体の運動と様々 なエネルギー 物 理 物理的な事物・現象 物理学

化学基礎 物質とその変化 化 学 化学的な事物・現象 化学

生物基礎 生物や生物現象 生 物 生物や生物現象 生物学

地学基礎 地球や地球を取り巻く環境 地 学 地球や地球を取り巻く環境 地学
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理 科 （高等学校）

Ｑ５ 内容の構成は，どのように示されていますか。

Ａ５ 内容の構成の考え方と解説における内容の示し方は共通しています。内容の構成は，

三つの階層に分けて示しています。

例 「科学と人間生活」の「(2)人間生活の中の科学」（大項目），「(ｱ)光や熱の科

学」（中項目），「○ア光の性質とその利用」（小項目）

解説における内容の示し方は，アとして「知識及び技能」，イとして「思考力，判

断力，表現力等」を併せて示しています。「学びに向かう力，人間性等」については，

内容ごとに大きく異なるものではないので，各科目の目標(3)を適用し，全ての内容

において共通に扱うこととなっていることに留意しましょう。

１ 大項目について

例「科学と人間生活」

大項目

知識及び技能

思考力，判断
力，表現力等

大項目のねらい

思考力，判断力，

表現力等の育成

に当たって

（イに示す「思考力，判断力，表現力等」は，アに示す「知識及び技能」のような明確な階層性が

見られないので，単元全体を通して育成を目指すものとしてまとめて示しています。）

例「物理基礎」

【なお】

留意事項，安全

性の確保や事故

防止など
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２ 中項目，小項目について

例「科学と人間生活」

中項目

小項目

【扱うこと】

（観察，実験を

伴って）じっく

り扱って指導す

ること

＊具体例あり

【触れること】
軽く扱うこと
＊ただし，必ず触れる

中項目のねらい

中学校(既習)の

学習内容との関連

小項目のねらい

小項目で扱う具体

的な内容が示され

ている。また，問

題を見いだすため

に扱う内容例や観

察・実験例，どの

ようにして関連づ

けるかの指導例も

示されている。

【例えば，】

観察，実験の

具体例

○ 指導のポイント

科学的に探究するために必要な観察，実験などを行い，アに示す「知識及び技能」とイに示す

「思考力，判断力，表現力等」を相互に関連させながら身に付けるように指導することが大切です。
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理 科 （高等学校）

Ｑ６ 学習内容の構成はどのように変わったのですか。

Ａ６ 学習内容の構成は，学習指導要領（平成21年３月告示）と同様，「エネルギー」，「粒

子」，「生命」，「地球」などの科学の基本的な概念を柱として構成されており，小学校，

中学校，高等学校の一貫性に十分配慮するとともに，育成を目指す資質・能力，内容

の系統性の確保，国際的な教育の動向などにも配慮して内容の改善及び充実が図られ

ています。

＜内容の構成 新旧比較表＞

概 念 新学習指導要領 現行学習指導要領

エネルギーの捉え方 エネルギーの見方

エネルギー エネルギーの変換と保存 エネルギーの変換と保存

エネルギー資源の有効利用 エネルギー資源の有効活用

粒子の存在 粒子の存在

粒 子
粒子の結合 粒子の結合

粒子の保存性 粒子の保存性

粒子のもつエネルギー 粒子のもつエネルギー

生物の構造と機能 生物の構造と機能

生 命
生物の多様性と共通性

生命の連続性 生命の連続性

生物と環境の関わり 生物と環境の関わり

地球の内部と地表面の変動 地球の内部

地 球 地球の大気と水の循環 地球の表面

地球と天体の運動 地球の周辺

小・中・高の系統性

「エネルギー」，「粒子」，「生命」，「地球」といった科学の基本的な概念等は，知識及び技能

の確実な定着を図る観点から，生徒の発達の段階を踏まえ，小学校，中学校，高等学校を通じた

理科の内容の構造化を図るために設けられた柱であることに留意して指導する必要があります。
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理 科 （高等学校）

Ｑ７ 「理科の見方・考え方」とは何ですか。

Ａ７ 理科における「見方」は，様々な事象等を捉える各教科等ならではの視点であり，

理科を構成するそれぞれの領域ごとの特徴的な視点として整理されています。

理科における「考え方」は，探究の過程を通した学習活動の中で，物事をどのよう

に考えていくのかということであり，比較したり，関係付けたりすることなどの科学

的に探究する方法を用いて考えることとして整理されています。

つまり，高等学校における「理科の見方・考え方」は，中学校と同じように「自然

の事物・現象を，質的・量的な関係や時間的・空間的な関係などの科学的な視点で捉

え，比較したり，関係付けたりするなどの科学的に探究する方法を用いて考えること」

と整理することができます。

１ 理科における「見方（様々な事象等を捉える視点）」
＜理科の見方＞

領 域 視 点 ※ 各領域における特徴的な視点は領

エネルギー 主として量的・関係的な視点 域固有のものではなく，他の領域に

粒 子 主として質的・実体的な視点 おいて用いられる視点でもあります。

生 命 主として共通性・多様性の視点 また，これら以外の視点があること

地 球 主として時間的・空間的な視点 について留意することも必要です。

２ 理科における「考え方」
＜理科の考え方＞

考 え 方 捉 え 方

複数の自然の事物・現象を対応させて比べることである。比較には，

比較する 複数のものを同時に比較したり，時間的な前後で比較したりすること

などがある。

自然の事物・現象を様々な視点から結び付けることである。関係付

関係付ける けには，変化とそれに関わる要因を結び付けたり，既習の内容や生活

経験と結び付けたりすることなどがある。

自然の事物・現象に影響を与えると考えられる要因について，どの

条件を制御する 要因が影響を与えるかを調べる際に，変化させる要因と変化させない

要因を区別するということである。

多面的に考える 自然の事物・現象を複数の側面から考えることである。

※ この「考え方」は，物事をどのように考えていくのかということであり，資質・能力としての

思考力や態度とは異なることに留意が必要です。

３ 深い学びの鍵
「理科の見方・考え方」を働かせ，探究の過程を通して学ぶことにより，資質・能力を獲得し，

獲得した資質・能力に支えられた「見方・考え方」を働かせることによって，「深い学び」につな

がります。なお，「理科の見方・考え方」は，まず「見方」があって，次に「考え方」があるといっ

た順序性のあるものではありません。
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理 科 （高等学校）

Ｑ８ 理科における「主体的・対話的で深い学び」をどのように捉えれ

ばよいですか。

Ａ８ 「主体的・対話的で深い学び」は授業改善の視点であり，「主体的・対話的で深い

学び」を実現することはゴールではありません。また，新しい指導方法を導入しな

ければならないということでもありません。理科においては，「理科の見方・考え方」

を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うなどの科学的に探究する学習活動を通

して，「主体的・対話的で深い学び」の実現を図るようにすることと捉えます。

＜学びごとの授業改善の視点＞

学 び 授業改善の視点（例）

○ 自然の事物・現象から課題や仮説を設定したり，観察，実験などの計画

を立案したりする学習を行っているか。

主体的な学び
○ 観察，実験の結果を分析し解釈して，仮説の妥当性を検討したり，全体

を振り返って改善策を考えたりしているか。

○ 得られた知識及び技能を基に，次の課題を発見したり，新たな視点で自

然の事物・現象を把握したりしているか。

○ 課題の設定や検証計画の立案，観察，実験の結果の処理，考察などの場

対話的な学び
面では，あらかじめ個人で考え，その後，意見交換したり，科学的な根拠

に基づいて議論したりして，自分の考えをより妥当なものにする学習となっ

ているか。

○ 「理科の見方・考え方」を働かせながら探究の過程を通して学ぶことに

より，理科で育成を目指す資質・能力を獲得するようになっているか。

深い学び
○ 様々な知識がつながって，より科学的な概念を形成することに向かって

いるか。

○ 新たに獲得した資質・能力に基づいた「理科の見方・考え方」を，次の

学習や日常生活などにおける課題の発見や解決の場面で働かせているか。

１ 内容や時間のまとまり

育成すべき資質・能力については，(1)「知識及び技能」が習得されること，(2)「思考力，判

断力，表現力等」を育成すること，(3)「学びに向かう力，人間性等」を涵養することとあるよ

うに，それぞれ時間の幅に違いがあります。このことを踏まえ，単元など内容や時間のまとまり

を見通して「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を行うことが大切です。

２ 深い学び

「主体的・対話的で深い学び」は，必ずしも１単位時間の授業の中で全てが実現されるもので

はありません。「理科の見方・考え方」を，習得・活用・探究という学びの過程の中で働かせる

ことを通じた深い学び，当該科目の系統性をつなげた深い学び，他教科の内容を関連させた深い

学びなど，カリキュラム・マネジメントの発想を生かした授業を組み立て，どのようにしてより

質が高く深い学びにつなげるかが重要になります。
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理 科 （高等学校）

Ｑ９ 理科の各科目と各科目の学習内容は，どのように変わったのです

か。

Ａ９ 科目については，「理科課題研究」が共通教科理数における理数探究基礎，理数探

究の新設に伴い廃止になりました。

また，内容の系統性の確保とともに，育成を目指す資質・能力とのつながりを意

識した構成，配列となるように改善・充実されました。さらに，科学的に探究する

ために必要な資質・能力を育成する観点から，観察，実験を行うことなどを通して探

究する学習活動をより一層充実させるために，探究の過程を明確化しています。

以下に，各科目の解説を読む上でのポイントを示しますので参考にしてください。

１ 科学と人間生活

① 枠組みの大きな変更はありませんが，中身が幾分変更されています。

② 末尾表現に特徴があります。

・ 物理・化学領域では，末尾表現が「～日常生活と関連付けて理解すること。」となっています。

・ 生物・地学領域では，末尾表現が「～人間生活と関連付けて理解すること。」となっています。

③ 理科の目標を受けて，科学的に探究するために必要な資質・能力を育成します。

なお，科学に対する興味・関心を高めるねらいは，現行より踏襲されています。

④ 人間生活との関連を重視し，「(2) 人間生活の中の科学」の「(ｳ) 生命の科学」に「○ア ヒ

トの生命現象」が新たに設定されています。

⑤ 「(1)科学技術の発展」は，この科目の導入として位置付けられています。

⑥ 「(2)人間生活の中の科学」の(ｱ)光や熱の科学，(ｲ)物質の科学，(ｳ)生命の科学，(ｴ)宇宙

や地球の科学は，それぞれについて生徒の興味・関心や地域の特性などを考慮して，小項目の

二つのうち一方を選択して扱います。

例 「(ｴ)宇宙や地球の科学」 ○ア太陽と地球 ○イ自然景観と自然災害 ※○アと○イのいずれか。

つまり，(ｱ)の物理領域と(ｲ)の化学領域だけ扱い，生物・地学領域の(ｳ)，(ｴ)を扱

わないというのはよくないということですね。

○ 次の事項に配慮しましょう

・ 中学校理科との関連に十分配慮し，観察，実験などを中心に扱いましょう。

・ この科目で育成を目指す資質・能力を育むため，観察，実験など探究の過程を踏まえた学習

活動を行い，その際，学習の特質に応じて，課題の把握，課題の追究，課題の解決における探

究の方法を習得させるようにしましょう。

・ 「(3)これからの科学と人間生活」では，「(2)人間生活の中の科学」の学習を踏ま

え，課題を設定し考察させ，報告書を作成させたり発表の機会を設けたりしましょう。
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基礎を付した科目

○ 内容の記載について，「～に関する実験などを行い，～を見いだして理解する」と記載されて

いれば，まず，実験をしてから理解するという順序性があることになります。「～に関する実験

などを行い，～を理解する」と記載されていれば，順序性はないことになり，実験はいつ行って

もよいことになります。

○ 「例えば」から多くの観察，実験などの具体例が示されています。参考にしましょう。

○ 中学校理科での探究の過程を踏まえ，中学校理科での観察，実験を振り返らせることも大切に

しましょう。

○ 観察，実験などを行い，探究の過程を踏まえた学習活動を行う際には，学習内容の特質に応じ

て，情報の収集，仮説の設定，実験の計画，実験による検証，実験データの分析・解釈など探究

の方法を習得させるようにしましょう。

２ 物理基礎

① 観察，実験などを行い，探究の過程を踏まえた学習活動を行う際には，法則性の導出など

の探究の方法も習得させるようにしましょう。

② 「(ｴ)エネルギーとその利用」の「○アエネルギーとその利用」では，電気エネルギーへの変

換を中心に扱い，「原子力」については，関連して放射線の種類と性質，放射性物質の基本的

な性質及び原子量の利用とその課題にも触れましょう（記載が詳しくなってます。）。

３ 化学基礎

① 内容の記載について，「～実験などを行い，」と記載されていない小項目の内容でも実験を

行うことを考えましょう。「(3)物質の変化とその利用」の「(ｱ)物質量と化学反応式」の「○イ

化学反応式」の内容のみ「～に関する実験などを行い，～を見いだして理解すること」と記載

され，ここでは実験を行い，生徒が探究の過程を通して理解することが求められています。

② 「(1)化学と人間生活」は，この科目の導入として位置付けられています。

③ この科目で学んだ事項が，日常生活や社会を支えている科学技術と結び付いていることを理

解させるために「(3) 物質の変化とその利用」の「(ｳ)化学が拓く世界」が新たに設定されて

います。

４ 生物基礎

① 「(2) ヒトの体の調節」の「(ｱ) 神経系と内分泌系による調節」に「○ア 情報の伝達」が新

たに設定されています。

② 「(3)生物の多様性と生態系」の「(ｲ)生態系とその保全」に「○ア生態系と生物の多様性」が

「生物」から移行しました。

③ 「主要な概念を理解させるための指導において重要となる重要用語」については，200語程

度から250語程度とされていますが，生徒の実態に応じて教科書等の教材を参考に取り扱い，

生徒が思考力や判断力などを発揮しながら理解できるように指導する上で，その他の用語に触

れることを否定するものではありません。

５ 地学基礎

① 現行の学習内容を基本的に踏襲しつつ，大項目の組換えが行われています。具体的には，

現在の地球の姿を時間的な視点や空間的な視点で捉えるために「(1) 地球のすがた」が設け

られました。さらに，誕生してから現在でも変動を続けている地球の歴史と仕組みを理解す

るために「(2) 変動する地球」が設けられています。
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基礎を付さない科目

○ 内容の記載に特徴があります。

「～に関する観察，実験を行い」又は「～に関する資料に基づいて」の具体的手段から「～

を見いだして理解すること」又は「～を～と関連付けて理解すること」まで多くが記載されて

います。ここでは，生徒が探究の過程を踏んで学習することが期待されています。

○ 「例えば」から多くの観察，実験などの具体例が示されています。参考にしましょう。

○ 中学校で学習した内容や基礎を付した科目との関連を図りながら，理科の事物・現象を深く

取り扱い，「理科の見方・考え方」を働かせ，見通しをもって観察，実験などを行うことを通

して，科学的に探究するために資質・能力を育成することを目指しましょう。

６ 物理

① 観察，実験の一層の充実を図るため，いくつかの小項目について観察，実験などを行うこと

が明示されています。

② 観察，実験に基づく探究の過程を重視した指導を行い，物理学の基本的な概念や原理及び法

則を系統的に理解させるとともに，思考力，判断力，表現力等を育成することが求められてい

ます。

７ 化学

① 化学の成果が様々な分野で利用され未来を築く新しい科学技術の基盤となっていることを

理解させるために，大項目「(5) 化学が果たす役割」が新たに設定されています。

② 探究の過程を踏まえた学習活動では，幾つかの事象が同一の概念によって説明できることや，

事象の本質を突きつめていくことによって原理・法則に行きつくことを経験させることが大切

であるとされています。

８ 生物

① 「生物の進化」が内容の冒頭に設定されました。以後の学習で進化の視点を重視し，「(1)

生物の進化」の「(ｲ) 遺伝子の変化と進化の仕組み」に「○ア 遺伝子の変化」が，「(1) 生物の

進化」の「(ｳ) 生物の系統と進化」に「○イ 人類の系統と進化」が新たに設定されています。

また，日常生活や社会との関連を重視し，「(5) 生態と環境」の「(ｲ) 生態系」に「○イ生態系

と人間生活」が新たに設定されています。

② 「主要な概念を理解させるための指導において重要となる重要用語」については，500語程

度から600語程度とされていますが，生徒の実態に応じて教科書等の教材を参考に取り扱い，

生徒が思考力や判断力などを発揮しながら理解できるように指導する上で，その他の用語に触

れることを否定するものではありません。

９ 地学

① 現行の学習指導要領の内容を基本的に踏襲しつつ改善が図られています。科学の急速な発展

に伴って変化した地球観や宇宙観を踏まえながら，様々な時間的・空間的スケールにわたる内

容を学ぶように構成されています。また，自然災害の要因となる自然現象を扱う際には，自然

災害についても触れることとされました。

② 地球や地球を取り巻く環境については，生徒が観察，実験をすることが難しいものも含まれ

るため，地球や宇宙に関する調査，観測などにより得られた情報や資料を基にした実習も大切

であるとされています。
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理 科 （高等学校）

Ｑ10 障害のある生徒などへの指導はどのようにすればよいですか。

Ａ10 障害のある生徒などについては，学習活動を行う場合に生じる困難さが異なるこ

とに留意します。また，理科における配慮例を参考にしながら，個々の生徒の困難

さに応じた指導内容や指導方法を工夫することが必要です。

＜障害のある生徒が学習活動を行う場合に生じる困難さに応じた理科における配慮例＞

困難さ 理科における配慮例

実験を行う活動において，実験の手順や方
学習の見通しがもてるよう，実験の操作手

法を理解することが困難である場合
順を具体的に明示したり，扱いやすい実験器

具を用いたりする。

燃焼実験のように危険を伴う学習活動に 教師が確実に様子を把握できる場所で活動

おいて，危険に気付きにくい場合 させる。

１ 安全面の配慮

各内容の大項目の解説の最後に「なお，～」と書かれたものがあります。この部分に，安全性

の確保や事故防止などの留意について書かれている場合は，そこを参考にすることが大切です。

（例）化学基礎「化学と人間生活」

なお，観察，実験に当たっては，保護眼鏡の着用などによる安全性の確保や，適切な実験

器具の使用と操作による事故防止に留意する。その際，試薬は適切に取り扱い，廃棄物は適

切に処理するなど，環境への影響などにも十分に配慮する。

２ 個別の指導計画

通常の学級においても，発達障害を含む障害のある生徒が在籍している可能性があることを前

提に，一人一人の教育的ニーズに応じたきめ細やかな指導や支援ができるよう，障害種別の指導

の工夫等が重要です。また，障害のある生徒などの指導に当たっては，個々の生徒によって，学

習活動を行う場合に生じる困難さ（見えにくさ，聞こえにくさ，道具の操作の困難さ，移動上の

制約，健康面や安全面での制約，発音のしにくさ，心理的な不安定，人間関係形成の困難さ，読

み書きや計算等の困難さ，注意の集中を持続することが苦手であることなど）が異なることに留

意し，個々の生徒の困難さに応じた指導内容や指導方法を工夫することが大切です。

これらを踏まえ，学校においては，障害のある個々の生徒の個別の指導計画を作成し，必要な

配慮を記載し，他教科等の担任と共有したり，翌年度の担任等に引き継ぐことが必要です。
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理 科 （高等学校）

Ｑ11 内容の取扱いに当たってはどのようなことに配慮すればよいです

か。

Ａ11 思考力，判断力，表現力等を育成する学習活動の充実，生命の尊重と自然環境の

保全，コンピュータなどの活用，体験的な学習活動の充実，博物館や科学学習セン

ターなどとの連携，科学技術と日常生活や社会との関連，事故防止，薬品などの管

理及び廃棄物の処理などに関して配慮する必要があります。

＜内容の取扱いに当たっての配慮事項＞

問題を見いだし観察，実験などを計画する学習活動，結果を分析

思考力，判断力，表現力等 し解釈する学習活動などが充実するようにします。結果を分析し解

を育成する学習活動の充実 釈して自らの考えを導き出す学習活動や，それらを表現する活動は，

言語能力の育成につながることにも留意するようにします。

生きている生物を教材とする場合には，生徒の心情に配慮し，生

生命の尊重と自然環境の保 物や自然に与える影響を必要最小限にするようにします。

全 環境問題や科学技術の進歩と人間生活に関わる内容等について

は，持続可能な社会をつくることの重要性も踏まえるようにします。

観察，実験の過程でコンピュータや情報通信ネットワークなどを

コンピュータなどの活用
積極的に活用するようにします。なお，情報源や情報の信頼度につ

いては検討を加え，引用の際には引用部分を明確にするよう指導す

るようにします。

体験的な学習活動を充実させ，学習を展開するに当たっては，安

体験的な学習活動の充実
全への配慮を十分に行うようにします。また，環境整備として，実

験室や教材，器具等の物的環境の整備や人的支援など，長期的な展

望のもとに計画的に整備をしていくようにします。

博物館や科学学習センター
生徒の実感を伴った理解を図るために，大学，博物館，科学館，

などとの連携
植物園，動物園，水族館などの施設の活用を指導計画に位置付けら

れるよう積極的に連携，協力を図るようにします。

科学技術と日常生活や社会

学習した様々な原理，法則などは，日常生活や社会と深く関わり

との関連

をもち，様々な素材の開発，医療技術の進歩，防災，事故防止に関

する技術，自然災害，情報通信ネットワークなどの科学技術の発展

を支える基盤となっていることを生徒が認識するようにします。

観察，実験，野外観察などの指導に当たっては，関連する法規等

に従うようにします。さらに，遺伝子組換え実験や動物を用いた実

事故防止，薬品などの管理
験を行う際には，カルタヘナ法や動物愛護管理法など，関連法令に

及び廃棄物の処理
従い適切に行うようにします。また，使用薬品などの管理や廃棄に

ついても適切に行うようにします。事故防止については十分留意し，

観察，実験を適切に行うために，保護眼鏡と白衣等を適宜着用させ

るようにするとともに，予備実験を行うことが欠かせません。
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理 科 （高等学校）

Ｑ12 道徳教育との関連はどのように図ればよいですか。

Ａ12 理科においては，自然の事物・現象を探究する活動を通して，地球の環境や生態

系のバランスなどについて考えさせ，自然と人間との関わりについて認識させるこ

とで，生命を尊重し，自然科学の保全に寄与する態度の育成につなげるようにしま

す。

また，見通しをもって観察，実験を行うことや，科学的に探究する力を育て，科

学的に探究しようとする態度を養うことは，道徳的判断力や心理を大切にしようと

する態度の育成にも資することになります。

１ 総則第１款２(2)

学校における道徳教育は，人間としての在り方生き方に関する教育を学校の教育活動全体を

通じて行うことによりその充実を図るものとし，各教科に属する科目（以下「各教科・科目」

という。），総合的な探究の時間及び特別活動（以下「各教科・科目等」という。）のそれぞれの

特質に応じて，適切な指導を行うこと。

高等学校における道徳教育については，各教科・科目等の特質に応じ，学校の教育活動全体

を通じて生徒が人間としての在り方生き方を主体的に探究し，豊かな自己形成ができるよう，

適切な指導を行うことが求められています。
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理 科 （高等学校）

Ｑ13 教科横断的な学習の充実をどのように図ればよいですか。

Ａ13 他の科目や他教科と関連する内容や学習時期を把握し，系統性に留意して学習活

動を進めることが大切です。その際，各教科等の「見方・考え方」や各教科等で育

成を目指す資質・能力などについて教職員間で相互に連携しながら，学習内容の定

着を図り，内容の理解を深めるようにします。

１ 総則第２款２(2)

各学校においては，生徒や学校，地域の実態及び生徒の発達の段階を考慮し，豊かな人生の

実現や災害等を乗り越えて次代の社会を形成することに向けた現代的な諸課題に対応して求め

られる資質・能力を，教科等横断的な視点で育成していくことができるよう，各学校の特色を

生かした教育課程の編成を図るものとする。

次代の社会を形成するという大きな役割を担う生徒に，現代的な諸課題に対応して求められる

資質・能力を教科等横断的に育成することが一層重要であるとされています。そのため，今回の

改訂では，例えば，放射線の科学的な理解や科学的に探究する態度（「物理基礎」，「物理」），環

境と健康についての理解（「保健」），食品の安全確保の仕組み（「家庭基礎」，「家庭総合」），情報

の妥当性や信頼性の吟味の仕方（「現代の国語」），情報の妥当性や信頼性を踏まえた公正な判断

力（「公共」）などの内容の充実が図られており，放射線に関する科学的な理解や，科学的に思考

し，情報を正しく理解する力を育成することとされています。

このような現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力として，平成28年12月の中央教育

審議会答申では，

・ 健康・安全・食に関する力

・ 主権者として求められる力

・ 新たな価値を生み出す豊かな創造性

・ グローバル化の中で多様性を尊重するとともに，現在まで受け継がれてきた我が国固有の領

土や歴史について理解し，伝統や文化を尊重しつつ，多様な他者と協働しながら目標に向かっ

て挑戦する力

・ 地域や社会における産業の役割を理解し地域創生等に生かす力

・ 自然環境や資源の有限性等の中で持続可能な社会をつくる力

・ 豊かなスポーツライフを実現する力

などが考えられるとされました。

各学校においては，生徒や学校，地域の実態及び生徒の発達の段階を考慮して学校の特色を生

かした目標や指導の重点を計画し，教育課程を編成・実施していくことが求められています。


